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商法１・Eクラス及びFクラス用・授業レジュメ
第 14回 場屋営業・倉庫営業
［目的］
客の来集を目的とする場屋営業における営業主の責任に関する諸問題及びこれに関連す
る近時の裁判例の状況を理解することを目的する。また倉庫営業における倉荷証券に関す
る問題を理解することを目的とする。
[準備作業]
参照文献や、2006年 3月以降に刊行された最新の商法総則商行為法の教科書等を読み、
以下の予習事項を調べておくこと。その際に、下記にあげる参照判例・参集文献は各自が
必要に応じて参照しておくこと。また、下記の設問に関して各自が調べてまとめてくるこ
と。
【予習事項】
１．場屋営業とは何か。
２．商法 594条の立法趣旨は何か。
３．商法 594条 1項でいう「客ヨリ寄託ヲ受ケタル物品」という場合とはどのような場合
か。
４．商法 594条 1でいる「不可抗力」の意味は何か。
５．商法 595条の立法趣旨は何か。
６．商法 595条は、場屋営業主又はその履行補助者に悪意・重過失がある場合にも適用が
あるのか。
７．商法 595条は、場屋営業者又はその履行補助者の不法行為責任についても適用がある
のか。
８．倉庫営業者の意義及びどのような権利及び義務を有するのか。
９．倉庫寄託契約は要物契約なのか、諾成契約なのか。
10．倉庫証券の意義とその機能についてまとめてなさい。
11．倉庫証券の法的性質は何か。
12．不知約款とは何か。
［事前配布資料］
①東京地判平成 16 年 5 月 24 日金融・商事判例 1204 号 56 頁〔事前配布資料①〕、②東京
高判平成 16年 12月 22日金判 1210号 9頁〔事前配布資料②〕、③秋田地判平成 17年 4月
14日金融・商事判例 1220号 21頁 〔事前配布資料③〕
[参考判例]
・大判明治 32年 10月 20日刑録 5巻 9号 52頁
・大判大正 8年 9月 25日民録 25巻 1715頁
・名古屋地判昭和 59年 6月 29日判タ 531号 176頁
・大判昭和 12年 11月 26日民集 16巻 1681頁
・大判大正 14年 9月 18日刑集 4巻 535頁
・大判大正 2年 12月 20日民録 19巻 1036頁
・東京地判平成 8年 9月 27日判時 1601号 149頁
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・最判平成 15年 2月 28日判時 1829号 151頁
・大阪高判平成 13年 4月 11日判時 1753号 142頁
・最判昭和 44年 4月 15日民集 23巻 4号 755頁
・最判昭和 42年 11月 17日判時 509号 63頁
・最判昭和 32年 2月 19日民集 11巻 2号 295頁
・東京高判昭和 27年 11月 21日下民集 3巻 11号 1626頁
・東京高判昭和 49年 3月 20日判時 740号 94頁
・最判昭和 40年 10月 19日民集 19巻 7号 1876頁
・東京高判平成 16年 12月 22日金判 1210号 9頁〔事前配布資料②〕
・東京地判平成 16年 5月 24日金融・商事判例 1204号 56頁〔事前配布資料①〕
・③秋田地判平成 17年 4月 14日金融・商事判例 1220号 21頁 〔事前配布資料③〕
[参考文献]
・江頭憲治郎・山下友信編『別冊ジュリスト商法（総則・商行為）判例百選［第四版］』210
頁～ 221頁（有斐閣、2002年）
・黒沼悦郎「商法 594条の『不可抗力』の意義」商法の争点Ⅱ 254頁～ 255頁
・塩崎勤「場屋の経営者の責任」塩崎勤・川勝隆之編『現代裁判法大系 16（商法総則・
商行為）』（新日本法規、1999年）292頁以下
・戸川成弘「場屋主人の責任」浜田道代その他編『現代企業取引法』110 頁以下（税務経
理協会、1998年）
・江頭憲治郎著『商取引法 第四版』335頁～ 354頁（弘文堂、2005年）
［問題］
１．以下の記述のうち、場屋取引に該当するものはいくつあるのか。
①理髪店
②芝居茶屋
③美容院
④ゴルフ場のクラブハウス
⑤玉突クラブ
２．宝飾業を営むＸ株式会社の代表取締役Ａは、Ｙ株式会社が経営するＢホテルにチェッ
クインした。その際に、Ｂホテルの従業員Ｃに対し、運転してきた自己保有の自動車をホ
テルの屋内駐車場に入れておくよう依頼し、自動車の鍵を預けた。Ａの自動車の後部座席
下には、ペンダント、イヤリング、ネックレス等の入った 2個のバッグが置かれていたが、
ホテル側の従業員には、バッグの中身について特に何も告げなかった。所定の駐車場にＡ
の自動車を止め、Ｃは Aから預かった自動車の鍵を返還しないまま預かっていた。
B ホテルの宿泊約款には、「宿泊客が当ホテル内にお持ち込みになった物品又は現金並
びに貴重品であって、フロントにお預けにならなかったものについて、当ホテルの故意又
は過失による滅失、毀損等の損害が生じたときは、当ホテルは、その損害を賠償します。
ただし、宿泊客からあらかじめ種類及び価額の明告のなかったものについては、15 万円
を限度として当ホテルはその損害を賠償します。」との条項が含まれていた。
その後、何者かがホテルの駐車場に侵入し、A の自動車につき車上荒らしを行い、2 個
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のバックが盗まれてしまった。そこで、X会社が、民法 715条に基づき、Y会社に対して 2
個のバックに含まれていた宝飾品総額 1000 万円から X 会社が加入していた盗難保険契約
から損害の填補を受けた 800 万円を控除した 200 万円の損害賠償を求めて訴えを提起し
た。
X会社の請求は認められるのか。
３．倉庫業者であるＸ株式会社は、A から寄託物が緑茶であるとして木製茶箱 60 箱の寄
託を受けた。Ｘ会社は寄託物の検査をした後、A の請求により倉荷証券を発行した。当該
倉荷証券には、保管料及び証券作成手数料など寄託物に関する費用を証券所持人は支払う
義務を負う旨の記載があった。その後、Ｙが上記倉荷証券を裏書によって譲り受け、Ｘ会
社に倉荷証券を呈示し、寄託物の返還を求め、Ｘ会社はこれに応じた。その際に、Ｘ会社
がＹに対して、保管料等の支払を求めてきた。ＹはＸ会社の求めに応じなければならない
のか。
４．ＡがＢ名義でＸ株式会社から 20 万円借受、Ｃ株式会社がＢに対して代金完済まで所
有権留保付で販売をした自動車をＸ会社に売渡担保として引き渡した。その後Ｘ会社は当
該自動車を倉庫業者であるＹ株式会社に寄託したが、Ｂがこれを発見し、当該自動車を運
転し、所有者であるＣ会社に返還してしまった。そこで、Ｘ会社がＹ会社に対して、寄託
物価格相当の損害賠償を求めて訴えを提起した。Ｘ会社の請求は認められるのか。
５．倉庫業者である Y 株式会社は、A から寄託物が緑茶であるとして木製茶箱 60 箱の寄
託を受けた。これらの茶箱は蓋と箱との境目に特殊な釘が打ち付けられ、その上に封印紙
が張られて密封されていた。重量や荷造りの外装上異常なところはなく、Y 会社はその内
容を検査することなく、A の請求により倉荷証券を発行した。当該倉荷証券には、倉荷証
券約款において、「受寄物の内容を検査することが不適当なものについては、その種類、
品質及び数量を記載しても当会社はその責めに任じない」旨の免責条項の記載がなされて
いた。A は、当該倉荷証券を B に裏書譲渡し、B はさらに X に当該倉荷証券を裏書譲渡
した。X は、Ｙ会社に対して、倉庫において寄託物の内容を検査したいと申し出、Ｙ会社
の倉庫でその内容を検査したところ、内容物が証券に記載されていた物品とは異なること
が判明した。そこで、ＸがＹに対して、主位的に債務不履行責任に基づく損害賠償責任を、
二次的に、不法行為に基づく損害賠償責任を求めて訴えを提起した。
Ｘの請求は認められるのか。
６．［事前配布資料・裁判例①］［事前配布資料・裁判例②］［事前配布資料・裁判例③］
を読み、下記の設問について検討しなさい。
(1)①、②及び③の裁判例で、場屋の営業者の責任に関し、どのような点が争点となって
いるのか
(2)(1)で示された争点について、原告（被控訴人）と被告（控訴人）は、それぞれどのよ
うな主張をしているのか。
(3)①、②及び③の裁判例について、その評価を下しなさい。
